
 参考資料５ 

 

中期目標期間評価に係る評価の視点 

 

 

＜全体的な視点＞ 

 ・ 道総研の役割が発揮されているか。 

  ・ 法人化のメリットを生かした運営が図られているか。 

  ・ 道民にわかりやすい運営が図られているか。 

  ・ 年度評価や中期目標期間見込評価を踏まえた運営が図られているか。 

 

＜項目別の視点＞ 

項  目 視         点 

住民に対して提供す

るサービスその他の

業務の質の向上 

・研究ニーズへの対応は、適切に行われているか。 

・研究開発は、各研究分野の特性を踏まえながら重点化を図るなど、適切に行

われているか。 

・研究評価は、適切に実施され有効に活用されているか。 

・研究成果や知見は、積極的に普及され利活用されているか。 

・企業等に対する技術相談及び技術指導は、適切に行われているか。 

・企業等に対する依頼試験等の実施及び設備等の提供は、適切に行われている

か。 

・知的財産は、適切に管理され、有効に活用されているか。 

・担い手の育成及び社会貢献の取組は、適切に行われているか。 

・災害時等の緊急対応は、適切に行われているか。 

・外部機関や行政機関等との連携は、適切に進められているか。 

・人材交流や研修を通じ、職員の能力向上が図られているか。 

・法人活動に関する情報は、多様な手段により広く道民に伝えられているか。 

・法人が一層道民に活用されるよう、積極的な情報提供等が行われているか。 

業務運営の改善及び

効率化 

・業務運営及び組織体制の改善は、適切に行われているか。 

・業務の見直しは、適切に行われているか。 

・人事の改善は、適切に行われているか。 

財務内容の改善 ・透明性の高い経営に努め、経営効率の改善が図られているか。 

・外部資金その他の自己収入の確保が図られているか。 

・経費の効率的な執行が図られているか。 

・資産の管理は、適切に行われているか。 

その他業務運営 ・施設及び設備の整備・活用は、適切に行われているか。 

・法令の遵守や安全管理等の取組は、適切に行われているか。 

 


